
2 0 2 2年度第 1回
福祉用具専門相談員認定講習報告

前期 （ 遠 隔 講 義 ）
2 0 2 2 年 1 1 月 9 日 ～ 1 2 日

後 期 （ 集 合 研 修 ）
2 0 2 2 年 1 1 月 1 8 日 ～ 1 9 日

主催：公益財団法人

フランスベッド・メディカルホームケア研究・助成財団



福祉用具
専門相談員
認定講習とは

• 高齢者の増加かつ多様化するニーズに対応した適

切な福祉用具等を提供する必要性があります

• この講習は、福祉用具を選択するために必要な知

識・技能を有する従事者を養成し、高齢者の自立

の促進および介護者の負担の軽減を図ることを目

的としています。

• 当財団においては、介護保険における福祉用具貸

与（販売）事業者の人員基準で定める指定講習会

（東京都知事が平成２７年３月１９日に指定した

講習会）の指定を受けて実施しています。



受講者の内訳
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研修の実際：
科目・講師
（遠隔講義）

科目 講師

福祉用具の役割：1H
高巣 勝則

福祉用具専門相談員の役割と職業倫理：1H

介護保険制度等の考え方と仕組み：2H
梅田 滋

介護サービスにおける視点：2H

からだとこころの理解：6H 高木 智匡

リハビリテーション：2H 山田 深

高齢者の日常生活の理解：2H
矢口 剛

介護技術：4H

福祉用具の特徴・活用（排泄）：2H
天池 光

福祉用具の特徴・活用（床ずれ）：2H



研修の実際：
科目・講師
（遠隔講義）

科目 講師

福祉用具の特徴・活用
（食事、更衣、整容）：1H

望月 彬也
福祉用具の特徴・活用（入浴）：2H

福祉用具の特徴・活用（起居）：2H

福祉用具の供給の仕組み：2H 高巣 勝則

科目 講師

福祉用具貸与計画等の意義と活用：5H 森田 美冬

福祉用具の特徴・活用（移動）：2H 望月 彬也

福祉用具の特徴・活用（移乗）：2H

住環境と住宅改修：2H 宇土 久徳

福祉用具による支援の手順と
福祉用具貸与計画の作成：5H

伊藤 勝規

研修の実際：
科目・講師
（集合研修）



講習会の満足度
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後期：集合研修の満足度
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遠隔講義 科目別理解度
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福祉用具の役割

福祉用具専門相談員の役割と職業倫理

介護保険制度等の考え方と仕組み

からだとこころの理解

リハビリテーション

高齢者の日常生活の理解

介護技術

福祉用具の特徴と活用(コミュニケーション･社会参加、食事、更衣、整

容）

福祉用具の特徴と活用（排泄、床ずれ）

福祉用具の特徴と活用（入浴、起居）

福祉用具の供給の仕組み

80％以上理解できた 60～70％程度理解できた 半分位理解できた 20～30％程度しか理解できなかった 理解できなかった （人）



遠隔講義の
様子の一例

研修生の声
先生方がとても丁寧に教えてくださりわかりやすかった点と、適度に休憩が
挟まれ集中力を保つことができた。

自宅で落ち着いて、時間を有効に使いながら受講できた。
講師が実際の現場での経験や知識を交えながら講義を行ない、満足できた
 講師が遠隔講義に慣れており、わかりやすかった。
 授業のスピードが早かったように思うが、50時間の講習と考えると納得できた。
質疑応答の時間が欲しかった。
教えていただく方によってわかりやすさの差が目立っていた。



集合研修の様子（座学）

研修生の声
実際に福祉用具を体験したことがとても貴重な体験になった。
現場で実際に活躍している講師陣の生の声、現状の話を交えて解説があり、大変わかりやすく、興味も持てた。
オンラインと違い、対面の方が分かりやすかった。
 現場の体験など交えながらの、内容の濃い講習に大変感謝している。
 話の中では触れていても、一部教材の内容に直接的には触れていない部分があったような感じた。
 内容には満足しているが、1日の研修時間が長いので集中力が続かない



集合研修の様子（実技）



研修の
振り返り

• アンケート結果からは内容には概ねご満足いただけたと評価
しています。

• 50時間のカリキュラムを6日間で実施したため、1日の講習時
間が休憩含めて10時間近くになっている日がありました。研
修生からも「集中力が続かない」というご意見があったため、
次回からは7日間以上でカリキュラムを組み直し、研修生の方
の受講負担が少なくなるよう検討していきたいと思います。

• 今回、講習会開催前にDMなどで福祉用具貸与事業所にご案内
しましたが、参加者が非常に少ない結果となりました。なぜ、
参加者が少ないのかを分析する必要性を感じました。

• 当財団の講習会の強みは、いろいろな福祉用具実際に体験でき
る点だと思っています。この点をアピールしたり、研修日程の
工夫、受講費用の見直し等、多くの方に応募していただける
よう検討していきたいと思います。

研修にご参加いただき、
ありがとうございました❣



前期
研修終了後アンケート結果

受 講 生 ： ９ 名

ア ン ケ ー ト 回 答 者 ９ 名

回 答 率 1 0 0 %



前期（遠隔講義）終了後アンケート結果
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前期（遠隔講義）の満足度
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遠隔講義の満足度

満足 やや満足 普通 やや不満足 不満足

やや満足を選択した理由
 講師が遠隔講義に慣れており、わかりやすかった。
普通を選択した理由
 授業のスピードが早かったように思うが、50時間の講習と考
えると納得できるから。

 質問を頂いて答える時間が欲しかった。
 教えていただく方によってわかりやすさの差が目立っていた。
 しょうがないと分かっていても1日が長かった。

満足を選択した理由
 先生方がとても丁寧に教えてくださりわかりやすかった点と、
適度に休憩を挟んであったので集中力を保つことができた。

 講師の方々が、実際の現場でも経験や知識を交えながら講義
を行なってくれたため。

 準備、手配も大変だったと思う。自宅で落ち着いて、時間を
有効に使いながら受講できた。有難かった。

（人）



遠隔講義の受講・操作状況
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遠隔講義の音声・画像について

良かった 普通 悪かった（不満だった）

8

1

遠隔講義の受講操作について
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遠隔講義 科目別理解度
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福祉用具の役割

福祉用具専門相談員の役割と職業倫理

介護保険制度等の考え方と仕組み

からだとこころの理解

リハビリテーション

高齢者の日常生活の理解

介護技術

福祉用具の特徴と活用(コミュニケーション･社会参加、食事、更衣、整容）

福祉用具の特徴と活用（排泄、床ずれ）

福祉用具の特徴と活用（入浴、起居）

福祉用具の供給の仕組み

80％以上理解できた 60～70％程度理解できた 半分位理解できた 20～30％程度しか理解できなかった 理解できなかった （人）



遠隔講義 科目別理解度
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福祉用具の役割

福祉用具専門相談員の役割と職業倫理

介護保険制度等の考え方と仕組み

からだとこころの理解

リハビリテーション

高齢者の日常生活の理解

遠隔講義 科目別理解度

80％以上理解できた 60～70％程度理解できた
半分位理解できた 20～30％程度しか理解できなかった
理解できなかった

（人）

リハビリテーション
理解度 理由

半分位理解できた ペースが早く、理解が少し追いつかなかっ
たところがあるため。
進むスピードが速かった

からだと心の理解
理解度 理由

20～30%程度しか
理解できなかった

専門用語が多くて理解が追いつかなかっ
た。

＜理由の記載のあった科目＞



遠隔講義 科目別理解度
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介護技術

福祉用具の特徴と活用(コミュニケー
ション･社会参加、食事、更衣、整容）

福祉用具の特徴と活用（排泄、床ずれ）

福祉用具の特徴と活用（入浴、起居）

福祉用具の供給の仕組み

遠隔講義 科目別理解度

80％以上理解できた 60～70％程度理解できた
半分位理解できた 20～30％程度しか理解できなかった
理解できなかった

4 3 2 00
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テキストやその他教材の評価

満足 やや満足 普通 やや不満足 不満足

（人）

（人）

ご意見・ご要望

 全く知らなかった福祉の世界について、集中的に広く学
ぶことが出来、理解もでき、興味が湧いた。今後の更に
福祉が重要になってくる中、建築やインテリアのビジネ
スも福祉を意識できないと成功はないと感じた。今後も
継続的に福祉とインテリアについて、学び、ビジネスと
して形にしたいと感じた。

 前半の4日間、長い時間講義を行っていただきありがと
うございました。

 1日の講義時間数が長く、集中力が保てない。



後期
研修終了後アンケート結果

受 講 生 ： ９ 名

ア ン ケ ー ト 回 答 者 8 名

回 答 率 8 9 %



後期研修の満足度
満足を選択した理由
実際に福祉用具を体験させていただけたのがとても貴重な体
験になった。

現場の体験など交えながらの、内容の濃い講習に大変感謝し
ている。

話の中では触れていても、一部教材の内容に直接的には触れ
ていない部分があったような感じた。

オンラインと違い、対面の方が分かりやすかった。5
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後期集合研修の満足度

満足 やや満足 普通 やや不満足 不満足

やや満足を選択した理由
内容には満足しているが、1日の研修時間が長いので集中力が
続かない。

（人）
n=8

普通を選択した理由
 1日に受ける受講時間が長いので日数を増やしてもいいので、
短くして欲しい。



後期集合研修 科目別理解度
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福祉用具貸与計画等の意義と活用

福祉用具の特徴と活用（移動、移乗）

住環境と住宅改修

福祉用具による支援の手順と福祉用具貸与計画の作成
（演習）

後期集合研修の理解度

80％以上理解できた 60～70％程度理解できた 半分位理解できた
20～30%程度しか理解できなかった 理解できなかった

（人）



前期（遠隔講義）後期（集合）を通じての満足度
満足を選択した理由
教科書の内容以外にも、実際に現場で働かれている講師の
方々の話を聞き、イメージが湧きやすかった。また、福祉
用具を見たり体験し、良い経験になった。

テキスト以外に資料も作成いただき、ポイントの理解が出
来た。実際の福祉用具の体験も出来、貴重な経験になった。
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前期後期を通じての満足度

満足 やや満足 普通 やや不満足 不満足

（人）

やや満足を選択した理由
内容にはほぼ満足しているが、50時間の研修のため、1日の
講習時間は長くなり、集中力が続かない。

全体的にわかりやすいものが多かったが、わかりにくいも
のもあった。

普通を選択した理由
 1日に受ける受講時間が長く、日数を増やしてもいいので、
短くして欲しい。

n=8



その他の回答

5

1
1 00

受講しやすい開催日程

分散型 6日間連続型
土日のみの開催 平日のみの開催
その他
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テキストや教材の満足度

満足 やや満足 普通
やや不満足 不満足
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受講しやすい講習形態

遠隔講義＋集合研修のミックス型
講義・演習とも遠隔で行う方法
全て集合研修で行う方法
その他

n=8 n=8 n=8

（人） （人） （人）



その他の回答

ご意見・ご要望
6日間で50時間、大変内容の濃い講習をしていただ
き、ありがとうございました。
大変お世話になりました。場所は少々不便な感は
あったが、環境も整い、新しい施設で快適に受講で
きた。講師の先生方にも感謝申し上げます。

講習会日程を受講生や講師に負担がかからないよう
に再検討する必要がある。
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講習会の推薦度

ぜひ勧めたい 勧めたい
どちらでもない あまり勧めない
全く勧めない

n=8
（人）
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